
全
国
各
地
で
〝
只
見
町
〞
を
発
信

エ
コ
パ
ー
ク
関
連
事
業 

ブ
ナ
林
な
ど
の
自
然
に
触
れ
て

今
年
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

エ
コ
パ
ー
ク
関
連
事
業 

信
州
大
学
へ
の
委
託
に
よ
り

「
ふ
る
さ
と
大
使
」懇
談
会
を
開
催

「
只
見
こ
ど
も
藝
術
計
画
」

只
見
町
「
家
庭
劇
場
」

古
民
家
実
態
調
査
を
実
施

　
10
月
４
日
、
年
に
一
度
の
只
見
町
「
ふ

る
さ
と
大
使
」
懇
談
会
が
役
場
で
開
催
さ

れ
、
12
名
の
大
使
と
関
係
者
が
出
席
し
ま

し
た（
大
使
は
計
16
名
で
無
償
活
動
）。
ふ

る
さ
と
大
使
は
、
只
見
町
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
町
外
在
住
の
皆
さ
ん
で
、
仕

事
の
合
間
な
ど
を
使
い
、
多
く
の
人
に
只

見
の
良
さ
を
伝
え
た
り
、
年
に
何
度
も
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
だ
り
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
大
使
の
皆
さ
ん
が
一
年

間
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
後
、
本
町
の
振

興
に
係
る
意
見
や
情
報
を
積
極
的
に
提
供

い
た
だ
き
、
外
か
ら
見
た
只
見
町
に
つ
い

て
議
論
を
す
る
非
常
に
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
と
17
日
の
二
回
、
あ
さ
ひ
放

課
後
こ
ど
も
教
室
の
児
童
を
対
象
と
し
た

「
只
見
こ
ど
も
藝
術
計
画
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
も
の
で
、

今
回
は
「
ブ
ナ
の
森
の
道
具
屋
さ
ん
」
と

題
し
、
森
に
住
む
生
き
物
が
生
活
に
使
う

道
具
を
想
像
し
て
作
る
と
い
う
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
参
加
児
童
８
人
は
、
７
日

に
た
だ
み
観
察
の
森
「
下
福
井
の
ブ
ナ
水

源
林
」
で
材
料
と
な
る
自
然
素
材
を
集
め
、

17
日
に
集
め
た
素
材
を
活
か
し
な
が
ら
道

具
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
作
品
は

「
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
12
月
16
日
〜
）や
「
朝
日
の
い
い
も
の
集

め
ち
ゃ
っ
た
市
」（
来
年
３
月
）
に
て
展
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
10
月
１
日
、
本
格
的
な
舞
台
芸
術
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
「
家
庭
劇
場
」
が
只
見

中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
の
保
育

所
園
児
や
小
学
生
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
静
岡
県
浜
松
市
の
劇
団
た
ん

ぽ
ぽ
が
「
く
ち
ぶ
え
番
長
」（
原
作
：
重
松

清
）
を
披
露
し
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
他
人
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
演
劇
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
嬉
し
い
時
や
怒
っ
た
時
な
ど
様
々
な

感
情
を
全
身
で
表
現
す
る
体
験
を
参
加
者

全
員
で
行
い
、
皆
で
身
体
を
動
か
し
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
声
を
出
す
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
９
月
26
日
、
梁
取
区・長
浜
区・黒
谷
区

で
町
と
信
州
大
学
教
育
学
部
に
よ
る
「
古

民
家
実
態
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

調
査
は
、
住
民
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
を

知
る
上
で
重
要
な
古
民
家
の
保
全
を
目
的

に
、
町
が
信
州
大
学
に
委
託
し
て
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
近

年
、
生
活
様
式
の
変
化
や
老
朽
化
に
よ
り

古
民
家
の
解
体
が
進
ん
で
お
り
、
効
果
的

な
保
全
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
信
州
大
学
教
育
学
部
の
学
生

ら
が
調
査
対
象
の
古
民
家
を
訪
れ
、
建
て

ら
れ
た
年
代
や
建
材
の
種
類
、
昔
の
生
活

様
式
な
ど
を
中
心
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
町
民
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
る
予
定
で
す
。

▲活発な意見交換が行われた「ふるさと大使懇談会」

▲只見の自然に触れながら藝術活動を行う児童
　（朝日小学校１～２年生）

▲ワークショップにて、全身で感情表現する保育所園児

▲古民家調査の様子
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県
道
小
林
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

八
十
里
越
道
路
の
開
通
を
見
据
え

台
風
19
号
が
列
島
直
撃

整
備
促
進
に
つ
い
て
県
に
要
望
活
動

「
八
十
里
越
商
工
会
交
流
事
業
」開
催

只
見
町
で
も
国
道
路
面
崩
落
な
ど
の
被
害

　
町
は
台
風
に
備
え
、
前
日
11
日
の
17
時

に
水
防
本
部
を
設
置
し
て
警
戒
体
制
を
取

り
、
12
日
20
時
30
分
に
災
害
対
策
本
部
へ

と
切
り
替
え
ま
し
た
。
町
内
で
は
、
消
防

団
や
只
見
駐
在
所
、
消
防
署
な
ど
の
迅
速

な
対
応
に
よ
り
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止

め
ら
れ
ま
し
た（
人
的
被
害
な
し
）。

　
今
回
の
台
風
で
国
道
２
８
９
号
路
面
の

半
面
崩
落
（
三
日
町
地
内
）
や
農
地
等
の

冠
水
・
土
砂
流
入
、
林
道
の
損
壊
、
建
物

へ
の
浸
水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
一
刻
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
関

係
機
関
と
協
力
し
、
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
二
次
災
害
等
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
10
月
８
日
、
同
期
成
同
盟
会
（
会
長
：

只
見
町
長
）
が
福
島
県
庁
を
訪
問
し
、
県

道
「
小
林
舘
の
川
線
」
の
早
期
整
備
を
求

め
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
伊
南
川
を
挟
み
国
道
２
８
９
号
の
対
岸

を
通
る
こ
の
県
道
は
、
国
道
が
台
風
19
号

の
被
害（
三
日
町
地
内
）を
受
け
た
現
在
も

迂
回
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
小
林
〜
亀
岡
間
に

お
け
る
幅
員
の
狭
さ
や
落
石
の
危
険
性
、

ま
た
、
熊
倉
〜
小
川
間
の
雪
崩
発
生
な
ど

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
こ
う
し
た
事
項
に
対
す
る
整

備
促
進
を
井
出
孝
利
副
知
事
に
要
望
し
、

要
望
内
容
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
10
月
16
日
、
只
見
町
商
工
会
と
下
田
商

工
会
（
三
条
市
）
が
主
催
す
る
「
八
十
里

越
交
流
事
業
」
が
只
見
町
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
約
70
人
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
同
事
業
で
は
、
例
年
互
い
の
地
域
を

会
場
に
、
八
十
里
越
道
路
工
事
の
進
捗
確

認
や
道
路
開
通
後
に
お
け
る
広
域
的
な
経

済
交
流
の
推
進
、
両
地
域
の
振
興
策
の
検

討
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、各
工
事
現
場
を
見
学
し
た
後
、

講
演
会
「
八
十
里
越
と
河
井
継
之
助
」（
講

師
：
飯
塚
恒
夫
さ
ん
）
や
懇
談
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
参
加
者
か

ら
広
域
観
光
や
開
通
時
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
、

製
造
業
の
交
流
拡
大
な
ど
様
々
な
視
点
か

ら
意
見
が
出
さ
れ
、
地
域
間
の
交
流
を
よ

り
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
12
〜
13
日
、
全
国
各
地
で
猛
威
を

ふ
る
っ
た
台
風
19
号
は
、
本
町
に
も
路
面

の
崩
落
や
冠
水
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
台
風
の
接
近
に
伴
っ
て
12
日
の
昼
頃
か

ら
雨
風
の
勢
い
が
増
し
、
午
後
か
ら
夜
間

に
か
け
て
各
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
さ
ら
に
は
大
雨
特
別
警
報
（
19
時
50

分
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
町
に
「
避

難
勧
告
」、
ま
た
、
緊
急
の
避
難
を
促
す

「
避
難
指
示
」
が
４
地
域
（
上
福
井
、
沖

下
、
沼
田
原
、
只
見
田
中
）
の
１
１
８
世

帯
２
３
９
人
に
出
さ
れ
、
全
町
で
計
２
６

７
人
の
方
々
が
各
振
興
セ
ン
タ
ー
や
集
会

施
設
な
ど
に
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

▲伊南川の増水により崩落した国道289号
　（福井三日町地内）

▲井出副知事（中央）に要望書を手渡す同盟会員

▲関係者による意見交換が行われた懇談会
　（季の郷湯ら里）

▲土砂が流入した農地（小林地内）

※
通
行
止
め
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て
は
、「
お
し
ら

せ
ば
ん
」や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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